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l．調査概要  

1．調査の目的：近年、献血者数は減少傾向にあり、特に若年層の献血離れは深刻な  
ものとなっていることから、献血推進の枠組みについての見直しが  

求められているところである。  

そのため、若年層の献血に対する意識調査を実施し、平成17年度  
に行った同様の調査の結果との比較を行うことにより、若年層の献  

血に対する意識等の変化があるかどうかを検証し、検証結果を今後  

の若年層に対する献血推進のあり方の検討に発する。  

2．調査の内容：（1）若年■の献血への関心度や献血へのイメージを把握する。  

（2）若年層の献血に関する認知度を把握する。  

（3）若年層が献血を行った時期やきっかけを把握する。  
（4）（1）～（3）について平成17年度の調査結果との比較を行う。  

3．調査の概芋：   

1）調土方法：  委託先調査会牡が保有している一般消費者パネルに対して、インターネット  

を通じて半間（調査票）を送付し、回答を収先する。  

2）調査対象： 全国の16－29鵬の献血経験者及び献血未経験者  
※献血経験者：過去に1鹿でも献血の経験がある者  

※献血未練厳春：今まで1産も献血の経験がない暑（採血前の検査で  

基準を満たないため献血できなかった者を含む）  

3）対象者数：  回収数 5000名（地域別内訳は、下表の通り）  

合 計   経験者  未経験者   

合 計   10，000   5，000   5．000   

北海道   420   210   210   

東北   710   355   355   

関東甲借越   3．650   1，825   1，825   

東海北陸   1，560   780   780   

近畿   1，632   816   816   

中国・四国   862   431   431   

九州・沖縄   1，166   583   583   

4）調査期間： 平成20年9月5日（金）－9月7日（日）  
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ll．未経験者編  

（注）帯ゲラフ等に表記されている比率は珊数処理をしているため、  

合計が必ずしも100％にはならない。   





1．対象者特性  【未経験者削  

（1）居住地・性別（SCl／SC3）  

●【居住地】は「関東甲信越」が36．5％を占めており、17年度調査と同様、中心となっている。   
以下、「近畿」（16．3％）、「東海北陸」（15．6％）の順で続き、全体構成も17年と概ね変わらない。  

●【性別】は、全体では「男性」51．1％、「女性」48．9％とほぼ半々。17年度に比べて男性回答者が   
大幅に増えている。  

●【年齢】については、20代がほぼ3／4（74．7％）を占めているが、17年度に比べ「16～17歳」  

（9．7％）、「18～19歳」（15．4％）といった10代の回答者が増加。  

●【職業】では、「会社員」（30．9％）、「大学生・専門学校生」（29．7％）が中心であり、両層で6割を   
占めている。17年度に比べて「大学・専門学校生」が増え、「専業主婦」「その他」が減少した。  

●【医療関係への関与有無】をみると、「携わっている」と回答した人は6．4％で、ほぼ前回並み。  

【基数：対■者全且】  

（％）  性別（SC3）  
（N）  

全  体   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  
域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄  

【基数：対象者全鼻】   

6  



1．対象者特性  【未経験者削  

（2）年齢・職業（SC2／SC4）  

【基数：対魚層全且】  

【基数．対象者全点】  
高校生  大学生・  

専門学校生   

157  飛地鵡轢  27，1  2．4  62  105   129  

1，6  6・  

（注）［コは、17年と比べて5％以上高いもの。［：コは、17年と比べて5％以上低いもの。以降も同様。  
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1．対象者特性  【未維横着儒】  

（3）医療関係への関与有無（SC5）  

SC5．あなたは学業及び職業で、医療関係に携わっていますか。  

全  体   

高校生  

大学生・専門  

会社員  

職  

菓  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  
域  

別  

九州・沖縄  近畿   中国・四国  



2．献血に関する認知・関心度  【未経験者削  

（1）献血に関しての認知程度（Ql）  

●『献血』について「よく知っている」と回答した人は12．6％。「ある程度知っている」というレベルの   
人（80．3％）まで含めると、認知率は9割を超えて92．9％にのぼる。  

●職業別では、高校生の認知率が他層に比べてやや低い。性別・地域別による認知率の違いは   

それほどみられない。  

＞17年度調査と比較すると、全体での認知率は73．8％→92．9％へ、大幅（19ポイント増）に上昇。  

＞属性別にみても、各層とも認知率アップが目立つが、その中でも特に、職業別では会社員・専業   
主婦、性別では男性、地域別では北海道・関東甲信越で顕著となっている。  

＞なお、「よく知っている」レベルによる比較では、職業別では自営業の上昇度が最も大きく、逆に   
公務員は減少している。   



2．献血に関する認知・関心度  【未経蕨者編】  

（1）献血に関しての認知程度（Ql）  

01．献血について知っていますか。  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校雲  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖絹   

］冗   



2．献血に関する認知・関心度  【未経験者削  

（2）献血の種類の認知（Q2）  ＜新規質問＞  

●『献血』には全血献血と成分献血といった種類があるということを「知っている」人は38．6％。   
残りの6割以上の人は未だ認知していない。  

●職業別では、公務員の認知率が半数を超えており他層に比べて高い。t一方、高校生の7割強が  

「知らない」としており最も認知率が低い。  

●性別では、男性に比べて女性の認知率が10ポイトン上回っている。  

●地域別では、東北の認知率が最も高い。  
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2．献血に関する認知・関心度  【未練横寺削  

（2）献血の種類の認知（Q2）  

02．献血の種類（＊）を知っていますか。  

＊献血の種類には、すべての血液の成分を採血する全血献血（200m牒たは400ml）と、必芋な血液の  
成分だけを採血する成分献血（血潰成分献血と血小板成分献血）があります。  

全  休   

高校生  

大学生・専門学  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  
性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

九dll・沖縄   

中国・四国  
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2．献血に関する認知・関心度  【未経験者削  

（3）献血できる場所の認知（Q3）  ＜新規質問＞  

●『献血』できる場所（献血ルーム／献血バス／血液センター／会社や団体での出張献血）の認知   

状況をみると、「よく知っている」という人が24．5％と全体の1／4程度。また「ある程度知ってい   

る」（63．2％）まで含めると、認知率は87．7％にのぼる。  

●職業別では、専業主婦の認知率が最も高い。一方、高校生・自営業で他層よりもやや低い。  

●性別では、女性の認知率及び「よく知っている」とする割合の両方とも男性に比べて高い。  

●地域別では、東北のほぼ3人に1人が「よく知っている」と回答しており、他地域に比べて目立つ。  

1：暮   



2．献血に関する認知・関心度  【未練厳暑削  

（3）献血できる場所の認知（Q3）  

Q3．献血がとこでできるか知っていますか。（＊）   

＊献血は、勲献血ルーム、宮献血パス、⑧血液センター、⑥会社や団体での出張献血ですることができます。  

【基数：対負者全長】  
（N）  

全  体   

高校生  

大学生・専門学校生  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  
性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  
別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄  

l－l   



2．献血に関する認知・関心度  【未経験者儒】  

（4）献血ルームのイメージ（Q14）  

●『献血ルーム』のイメージについては、全体の半数弱（47．4％）が「ふつう」の印象を持っている。   
一方、「明るい」イメージの12．7％に対して、「暗い」イメージが15．4％と、僅かに暗いイメージの方   

が上回る。その一方で、4人に1人は「わからない」としている。  

●職業別でみると、「明るい」と評価するのは専業主婦で最も高く、唯一「暗い」イメージを上回る。   
他層は「暗い」イメージの方がやや上回る。（その他の層は除く）   

なお、自営業で「わからない」が多くなっている。  

●性別では、男性に比べて女性の方が「明るい」イメ」ジを持つ割合がやや高い。  

●地域別では、「明るい」イメージは北海道で最も高い。  

＞17年度調査と比較すると、前回「わからない」の回答肢がないため、一概には比較できないが、   
全体では「明るい」「ふつう」「暗い」のいずれも減少。特に「ふつう」の落ち込みが顕著。  

＞職業別にみると、「明るい」イメージは専業主婦を除く殆どの層で、軒並み17年度に比べて減少   
している。その中で、公務員はむしろ「暗い」イメージが高まっている。  

＞性別では、男女ともに「ふつう」「暗い」で5ポイント以上のスコア低下がみられる。  

＞地域別では、北海道で「暗い」イメージがやや上昇した。  
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2．献血に関する認知・関心度  【未経験者削  

（4）献血ルームのイメージ（Q14）  

Q14．献血ルームのイメージを教えてください。  

全  体   

高校生  

大学生・寺門学  

会社員  

職  
業  
別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域 別           東海北陸   近畿   中国・四国   九州・沖縄   
17．8  

注：17年は「わからない」の回答肢なし  

1（i   



2．献血に関する認知・関心度  【未経験者削  

（5）献血への関心度（Q4）  

●『献血』に対する関心度をみると、関心あり層の45．8％（そのうち、非常に関心がある：5．2％）に   
対して、関心なし層が54．2％（うち、全く関心がない：8．6％）と、“無関心派”がやや上回る。  

●職業別では、他層に比べて専業主婦で関心あり層の割合が高い。  

●性別では、男性に比べて女性の関心度が高く、関心あり層の割合は男性を18ポイント上回る。  

●地域別では、九州の関心度が他地域に比べて高くなっている。  

＞17年度調査との比較でみると、全体では関心あり層が52．2％→45．8％へ6ポイント低下した。  

＞職業別にみると、関心度の高い専業主婦を除く各層の関心度が低下傾向となっている。   
また、男女ともに関心度が低下している。  

＞地域別では、北海道、関東甲信越、東海北陸、近畿等において関心度がやや低下。  
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2．献血に関する認知・関心度  【未経験者編】  

（5）献血への関心度（Q4）  

Q4．献血について関心がありますか。  

【基数：対象者全  

全  体   

高校生  

生  

会社員  

職  
業  

別  

自営業  

専業主婦  

その他   

男性  

性  
別  

女性   

北海道  

東北  

関東甲信越  

地  

域  

別  

近畿  

中国・四国  

九州・沖縄  

1iI  



2．献血に関する認知・関心度  【未経救者削  

（6）献血が病気の治軌こ役立っていることの認知（Q5）  ＜新規質問＞  

●『献血』がさまざまな病気の治療に役立っていることは、ほぼ半数の48．0％が認知している。  

●認知率は、職業別・性別・地域別のいずれでみても、各層でそれほど違いはみられない。  
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